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会議次第 

 

 

議題 

 

平成２９年度習志野市公営企業会計決算概要（案）について 

 

報告事項 

 

検針時「高齢者声かけサービス」開始について 

習志野市企業局ガス事業６０周年記念事業 

「お客様感謝の集い」の概要について 

第４９回ガスフェスタ開催について 

近隣ガス事業者との災害時相互支援協力協定の締結について 

京葉ガス研修施設における緊急保安研修の実施について 
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平成３０年８月２４日(金) 

習志野市公営企業運営協議会説明資料 

企業局 料金課 
 

 

 
平成３０年１０月～ 

 習志野市にお住まいの市営のガス、水道、下水道のいずれかをご使用いただい

ている方で、声かけサービスにご登録いただいた６５歳以上の独居高齢者や高齢

者のみの世帯に対して、検針時（月一回）に声かけをして検針票の手渡しを行う

企業局のお客様サービスです。 

 なお、申請については対象者と連絡者は別人で双方が同意していることが必須 

要件となります。 

 なお、本サービスの利用料は無料です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ※ 申請書類等につきましては、習志野市企業局ホームページに掲載しています。 

   習志野市ＨＰ→くらし・手続き→ガス・水道・下水道→習志野市企業局（ガス・水道）→ガス・水道料金 

   ご質問やご不明な点がございましたら、料金課へお問合せください。 

 

※お問合せ窓口 料金課 電話：０４７－４７５－３３２１（代表） 

受付時間：平日 午前８時３０分から午後５時（土曜・日曜・祝日は除く） 

サービスの流れ 

申 請 者 

習 志 野 市 企 業 局 

検 針 業 者 

声かけ対象者 緊急時連絡者 

声かけ 
連絡 

E メール 

① 申請書の提出 ② 決定通知の送付 

③ 声かけ依頼 ④ 実施報告 

検
針
票
の
手
渡
し 

異
変
・
不
在 
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平成３０年８月２４日(金) 

習志野市公営企業運営協議会説明資料 

企業局 営業企画室 
 

習志野市企業局ガス事業６０周年記念事業 

「お客様感謝の集い」の概要について 

 

 

開催の趣旨 

 昭和３３年市営ガス事業開始から６０年目の節目となる、平成３０年におい

て、「お客様感謝の集い」を開催し、永年に亘り、習志野市営ガスの発展にご協

力いただいた、大口需要家等に感謝状を贈呈させていただくことで、今後もお客

様との関係強化を図っていくことを目的といたします。 

  

 

対象となるお客様 

 本来であれば、多数のお客様をお呼びして開催したいのですが、開催場所や日

時等の関係で、今回ご招待するのは、大口契約者・時間帯別Ｂ契約者並びに年間

使用量が大口需給契約に相当する需要家にさせていただきます。(１９社) 

 なお、一般契約以外の契約をいただいているお客様（４７社）に対しましては、

後日、ガス事業６０周年の礼状とナラシドウォーター♪を営業担当者がお配り

いたします。 

 

 

開催日 

 平成３０年８月２８日（火） １１時００分～１３時００分 

 

開催場所 

 習志野市商工会議所 ３Ｆ大会議室 

 

開催内容 

 第一部 感謝状贈呈式  第二部 懇談会（昼食会） 
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あなたの暮らしとともに60年
～習志野市営ガス～

ガスフェスタ49第 回

平成30年
午前10時
午後  3時月 日1110 土 日11 日

午前10時
午後  4時

同時開催
イベントにより
終了時間が
異なります

第51回農業祭 地元野菜の直売・模擬店など
健康フェア 骨密度測定など（10日）

医師、歯科医師、薬剤師による
健康相談など（11日）

消防・救急フェア はしご車の体験乗車など

スポ振 スポーツ広場 障害物走やフリスビーなどのミニゲーム
（10日正午～午後2時、
  11日午前10時～午後1時）

駐車・駐輪スペースには限りがありますので、
公共交通機関でのご来場にご協力をお願いします。

※昨年の開催風景

京成津田沼駅

千葉
信用金庫

JA千葉
みらい

習志野
第一病院

旧庁舎

市庁舎

消防本部

ロータリー

場所：習志野市役所

今年は
習志野市役所で

開催だよ！

最新機器って便利だね！

なにが当たるかな！？

★ ガスコンロ・ファンヒーターなど
　 最新機器いっぱい！
　 購入予約で豪華商品があたるかも…!?

★ 小学校児童絵画展（11日表彰式）

最新ガス機器の展示・予約販売・
小さなお子様が楽しめるイベントもあります！

始めます！
　平成30年10月1日よりご希望のお客様に対し、検針員が検針の際に声かけを行い、
検針票の手渡しを行う「高齢者声かけサービス」を開始します。
　本サービスにより高齢者の孤立感解消や異変の早期発見等に努め、更なる地域福祉へ
の貢献とお客様サービスの向上を目指します。

検針時

「高齢者声かけサービス」を

本サービスの利用は無料です。サービスの利用には事前の申請が必要です。

申
請
の
流
れ

翌月以降の検針からサービス開始

①習志野市内在住の６５歳以上の独居高齢者や高齢者のみの世帯の方 
②習志野市営ガスまたは習志野市営水道を契約している方 

①および②の条件をいずれも満たしている方
サービス
対象者

①不在時や緊急時等に連絡を受ける緊急連絡者を
　あらかじめ決めていただきます。
　　　　　　　　　　　　　　　↓
②料金課窓口へお越しの上、申請書をご提出ください。（郵送不可）
　※サービス利用者と緊急連絡者の同意（申請書への署名または押印）が必要です。
　　　　　　　　　　　　　　　↓
③申請書の内容を確認し、登録の適否を判断します。
　　　　　　　　　　　　　　　↓
④対象に該当する方はサービス対象者として登録し、「利用者登録決定通知」をお送りします。
　　　　　　　　　　　　　　　↓

お問合せ先
　料 金 課 電話：047-475-3321（代表） 
　受付時間 午前8時30分から午後5時まで（土曜・日曜・祝日を除く）  

申請受付は9月15日からとなり
ます。申請いただける方は、サー
ビス利用者本人または緊急連
絡者のみとなります。

習志野市HP →くらし・手続き→ガス・水道・下水道→習志野市企業局 （ガス・水道）→ガス・水道料金
申請書類等は、ホームページにも掲載しています。

検針時に
在宅していた

場合

検針員が検針に伺った際、インターホンを押し、
在宅していた場合は検針票を手渡しします。
ガスは毎月、水道は2か月に一度検針に伺います。

検針時に
不在の
場合

不在の場合、従来どおり検針票を投函した上で、
あらかじめ登録いただいた連絡者のメールアドレス
に不在の旨をお知らせします。

・声かけの際に異変等を察知した場合は、関係機関および登録いただいた連絡先に連絡します。 
・緊急を要すると判断したときは、必要な措置を講じ、警察または消防に通報します。 

ナラシド♪のお絵かき
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 平成３０年８月２４日(金) 

習志野市公営企業運営協議会説明資料 

企業局 工務管理課 

 

 

習志野市ご当地キャラ 

ナラシド♪ 

【災害時相互支援協定書イメージ】 

 

  

近隣ガス事業者との災害時相互支援協力協定書 

 

京葉ガス株式会社（以下「甲」という。）、大多喜ガス株式会社（以下「乙」という。）

及び習志野市企業局（以下「丙」という。）は、地震、津波等の自然災害、事故等により、

大規模なガス漏えい、供給支障等が発生した場合（以下「災害時等」という。）における

支援協力に関し、次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、甲、乙及び丙（以下「三者」という。）の供給区域における災害時

等に、三者が相互に協力し、二次災害発生防止及び早期復旧に資することを目的とする。 

（適用範囲） 

第２条 この協定は、日本ガス協会の「地震・洪水等非常事態における救援措置要綱」及

び房総ガス協議会の「地震、洪水等非常事態における救援措置基準」に基づく救援体制

が確立されるまでの期間における対応及びこれらの要綱又は基準が適用されない場合

の相互応援機能として運用するものとする。 

（支援協力の要請） 

第３条 三者は、必要があると認めるときは次に掲げる事項について、相互に支援協力を

要請することができる。 

(１) 従業員や協力会社等の支援要員の派遣 

(２) 資機材の相互融通 

２ 三者は、支援協力の要請があったときは、自己の業務に支障のない範囲において可能

な限り支援協力を行うものとする。 

（要請手続） 

第４条 三者は、前条第１項の規定に基づき支援協力を要請するときは、「支援協力要請

書（別記様式 1）」によるものとする。ただし、緊急を要するときは、口頭により要請

し、事後、速やかに文書を提出するものとする。 

（連絡窓口） 

第５条 三者は、相互の連絡を適正かつ円滑に行うため、あらかじめ連絡先並びに連絡責

任者及び担当者を定め、共有するものとする。この場合において、この協定の有効期間

において内容の変更が生じた場合は速やかに相互に報告するものとする。 

新潟県中越沖地震 

阪神淡路大震災 

新潟県中越地震 

「 近 隣 ガ ス 事 業 者 と の 災 害 時 相 互 支 援 協 力 協 定 」  

の 締 結 に つ い て  

 

 

習志野市企業局及び近隣の京葉ガス株式会社、大多喜ガス株式会社の供給区域における

災害及び事故発生時の協力体制の強化を図るため、三者において「近隣ガス事業者との災

害時相互支援協力協定」を締結いたしましたので、お知らせいたします。 

  この協定により、大規模マンション・工場等の供給支障事故など単独事業者だけでの対

応が難しい場合は、即座に近隣ガス事業者へ救援を要請することにより、二次災害の防止

及び迅速な復旧対応が図られるものです。 

 

１．協定の名称：近隣ガス事業者との災害時相互支援協力協定 

２．協定締結先：京葉ガス株式会社、大多喜ガス株式会社 

３．協定の主な内容 

   災害時における 

   (1)従業員や協力会社等の支援要員の派遣 

   (2)資機材の相互融通 

４．協定締結の経緯 

  災害時においては、日本ガス協会「地震・洪水等非常事態における救援措置要綱」及び房

総ガス協議会「地震・洪水等非常事態における救援措置基準」に基づき救援体制が確立され

ております。                   

本協定は、これら要綱及び基準に基づく

救援体制が確立されるまでの期間における

対応や被災事業者単独での対応が難しいケ

ースの場合にも対応し得るよう、近隣のガ

ス事業者同士で協力協定の協議を進めてき

たものです。 

  災害及び事故発生時は早急な応急復旧

が必要であり、本市を含めた三者において

も有効な協定であることから、本協定の締

結に至りました。これにより、更なる保安

の強化が図られます。 

５．協定締結日 平成３０年８月２１日 
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 平成３０年８月２４日(金) 

習志野市公営企業運営協議会説明資料 

企業局 工務管理課 
 

 

京葉ガス㈱ 緊急保安研修センター 

「 京 葉 ガ ス 研 修 施 設 に お け る 緊 急 保 安 研 修 」  

の 実 施 に つ い て  

 

  

本市は、ガス事業者として、市民生活や経済活動を支える主要なライフラインのひとつで

あり、平常時の安定供給や災害及び事故が発生した場合にも対処できるよう常日頃から保安

の確保に努めております。 

人材育成については、平成１７年度の中期経営計画策定から第３次計画期間中を通じ、経

営基盤強化のひとつとして職場内研修に取り組んできたところですが、ガス小売全面自由化

以降、本市のガス事業は多様で複雑化したサービスの提供と更なる保安強化が求められてお

ります。 

このような状況の中、本日ご報告する「京葉ガス研修施設における緊急保安研修」は、当該

研修施設内にて緊急時保安を想定した実践に近いトレーニングができることで、現場での経

験不足が否めない技術職員の育成に繫がり、その結果として緊急時の初動対応等に効果が期

待できます。また、本市の供給区域内にも大規模なマンションなど供給環境が変化しており、

災害等における二次災害の防止及び迅速な復旧対応力の強化が課題であります。 

 

１．施設の名称：京葉ガス㈱ 緊急保安研修センター 

２．予定職員数：２名（保安課職員の予定） 

３．研修の主な内容： 

※房総ガス協議会技術部会資料よる抜粋  

【講習のねらい】 

ガス漏えい現場での初動措置(ガス遮断、着火防止、避難勧告) 

スキル習得し、自己研鑽を促す。 

【講習の内容】 

項 目 内 容 

講習名 ガス漏えい初動措置講習(ＥＳ講習) 

講習期間 平成30年11月27日から29日(3日間)  

【カリキュラム(予定)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※       :実習訓練 

講 習 内 容 

日数 １日目 ２日目 ３日目 

午前 

諸連絡、オリエンテーション ガス漏えい初動 

措置訓練 

(以下、ＥＳ訓練) 

ＥＳ訓練 

概要説明 

危険体験・安全教育 

午後 

訓練諸注意・ビデオ視聴 ＥＳ訓練 ＥＳ訓練 

検知器の取扱い 

ＥＳ訓練(導入・基礎) 

 

 

習志野市ご当地キャラ 

ナラシド♪ 

7


